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【　もりおか e c oライフ2011　】
～　ライフスタイルを変えるとき　～

震災、そして今できること
１　会場
　　ホテルメトロポリタン盛岡ニューウィング

　　アイーナ（いわて県民情報交流センター）　
　　ほか
２　開催月日　

平成23年７月31日（日）

３　主催　
もりおかエコライフ推進実行委員会（事務局：盛岡市環境部）
　　構成：環境パートナーシップいわて、玉山区自治会連絡協議会、盛岡市きれいなまち推進協議会、あすを築く盛岡市民運動実践協議会きれいなまち運動部会、盛岡市地域女性団体協議会、盛岡市町内会連合会、盛岡商工会議所、盛岡青年会議所、盛岡市
４　目標入場者数

　　１０，０００人
５　協賛のお願い
　　「もりおか e c oライフ2011」に協賛いただける企業・団体等を募集いたしております。協賛金のほか、イベント等への協賛・共催など、企業・団体等の活動内容に合わせてお選びいただけます。

ご協賛いただきますと、会場内やイベントに協賛企業・団体名を掲出するなどのメリットがございますほか、イベントの状況や内容を冊子にまとめ盛岡市における環境啓発活動や被災地の復興支援活動における情報発信等に継続して協働させていただきます。

ぜひ企業・団体等のＰＲにも活用いただきたく、ご協力をご検討の程、よろしくお願い申し上げます。

　(1) 協賛金（１口１万円）　

　(2) 物的協賛　（来場者へ配布する記念品、景品etc）

　(3) 「もりおか e c oライフ2011」におけるイベント等の共催

　(4) その他
６　出展概要（アイーナ会場）

(1) 展示予定小間の規模及び出展料金
　①　展示予定規模５０小間　

②　展示小間の規模及び出展料金

ア　屋内
・　４Ｆ県民プラザ:約10小間、５Ｆギャラリーアイーナ:約30小間）　

・　１小間につき　Ｗ2.0ｍ×Ｄ2.0ｍ×Ｈ2.4ｍ　40,000円

・　小間の内装は、バックパネル及びサイドパネルを設置。

・　電源・給排水設備はありません。

・　電源が必要な場合はあらかじめ事務局にご相談ください。

・　出展者の名称板設置。

・　基礎小間使用以外の装飾等は、出展者負担となります。

イ　屋外
・　３Ｆ屋外広場:約10小間
・　１小間につき（仮設テント）　Ｗ3.6ｍ×Ｄ3.6ｍ）　30,000円
　　　　・　舗装面の養生はいたしません。（出展者にて養生をお願いします。）
・　電源・給排水設備はありません。

・　電源が必要な場合はあらかじめ事務局にご相談ください。

・　出展者の名称板設置。

(2) 出展の申し込み
　　　平成２３年７月１１日（月）まで

　　　別紙出展申込書を事務局に提出してください。（ＦＡＸ可）
(3) 出展料の納入

　　　事務局は，受理した申込書に基づき出展の可否を決定のうえ「出展料請求書」を申込者あてに送付いたします。
(4) 注意事項

　　・　展示物の保管については出展者にて責任をお持ちください。

　　・　小間から出るゴミは各出展者にて処理願います。

　　・　展示物の盗難、紛失、火災及び小間内における人的災害の発生に対しては出展者が責任を負うこととし、事務局は損害賠償等の請求には応じません。

　　・　小間割当ては事務局が決定いたします。出展者は小間割当てに対する変更の申し出並びに小間の全部又は一部を第三者に譲渡、貸与することはできません。
　　

お問い合わせ・お申し込み窓口

もりおかエコライフ推進実行委員会
事務局：盛岡市環境部資源循環推進課

（担当：菅原由紀・松澤卓也・山本実）

　TEL　019-626-3733

　FAX　019-626-4153

　E-mail　sigen@city.morioka.iwate.jp
















太陽光を利用した建物

















もりおかエコレシピ2010





もりおかフルコレ2010





震災、そして今できること





今、復興へ向かう力強い槌音が聞こえてくる





３・11を境に


当たり前だった生活が一変した


私たちの街でも


停電・断水・ガソリン不足…自動車が街から消えた


灯りの消えた街で輝く星を見つめた





時間の経過とともに


街は以前の活気を取り戻しつつあります


そのような今こそ


ライフスタイルを考えるときではないでしょうか？





沿岸の被災地では今も復興への格闘が続いています


支援する街が元気であることはもちろん


元気のあり方を考えるときです





被災地の努力を思い


私達も岩手、東北、日本の明日を考えて一歩踏み出す


まずはライフスタイルの変革





～　ライフスタイルを変えるとき　～








